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KOMCEE の利用にあたって

本資料について
•	 21 KOMCEE West および 21 KOMCEE East を使用する際の注意事項を掲載しています。
•	 企画責任者は必ず本資料の内容を把握した上で、企画構成員に周知してください。
•	 一部、『Almighty vol. Fes for 屋内企画』とは内容が異なる場合もあります。
	» その場合は、必ず本資料に掲載されている内容に準拠してください。

21 KOMCEE East の委員会施設について

21 KOMCEE East K112

•	 21 KOMCEE 本部です。
•	 企画実行に関する質問、教室備付 AV機器の鍵や無線マイクの貸し出しを行います。
•	 緊急時・企画登録証の変更に関する質問を除き、21 KOMCEE 本部にお越しください。
	» 緊急時・企画登録証の変更に関する質問については、必ず 7 号館 1 階ピロティの本部受付に行くように
してください。

21 KOMCEE East K114

•	 企画構成員は絶対に立ち入らないでください。
•	 また、21 KOMCEE East K114 前のトイレおよび階段は使用できません。
	» 各階の移動は南側階段およびエレベーターを使用してください。

21 KOMCEE 利用上の注意
•	 企画構成員・来場者の飲食は禁止です。
	» 企画関係者・来場者を問わず、企画実行・水分補給に関係のない飲食物の持ち込みを発見した場合は厳
重に注意してください。
	» ただし、ペットボトル等の密閉可能な容器に入った飲料（酒類を除く）に限り、持ち込み・摂取が認め
られています。

•	 21 KOMCEE 内での装飾に際しては、『Almighty vol. Fes for 屋内企画』p. 18 の「教室装飾」
に記載の規定を遵守してください。
	» 壁・床への貼り付けは委員会が配布する「はってはがせるテープ」の使用を強く推奨します。

•	 駒場祭期間中、21 KOMCEE を企画場所として利用する企画のみ建物内にビラ等を掲示する
ことが認められています。
•	 21 KOMCEE での備品移動は、全面的に禁止です。
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教室備付 AV 機器・無線マイクについて
•	 21 KOMCEE を企画場所とし、かつ教室備付 AV機器・スクリーン・無線マイクのいずれかを
使用する企画は、21 KOMCEE 本部に受け取りに来てください。
	» その他の備品については、7号館 1階備品受付など、「物品受取カード」に記載されている場所に取りに
行くようにしてください。

•	 返却についても、21 KOMCEE 本部にて行います。
•	 受け渡しの際は、必ず正副企画責任者いずれかの学生証（コピー・写真不可）を持ってくる
ようにして下さい。学生証と引き換えに貸し出します。
•	 返却は必ず 1 日ごとに行ってください。
•	 21 KOMCEE West の教室備付 AV機器に関しては、かばんの形で貸し出します。内容物が鞄
の側面に記載されておりますので、返却前に数が揃っているか確認してください。
•	 21 KOMCEE West の教室備付 AV機器のかばんには、各教室に備え付けられている端子とパ
ソコンを繋ぐコードおよびそれらのコードの端子をUSB Type-C コネクタへと変換する端子
が入っています。
	» 各企画で変換端子を準備する必要はありません。

•	 その他、ご不明な点があれば、21 KOMCEE 本部に来てください。

駒場祭 3 日目の清掃チェック・教室備付 AV 機器の返却について

•	 駒場祭 3 日目に 21 KOMCEE で教室備付 AV 機器・スクリーン・無線マイクのいずれかを使
用する場合、3 日目の企画公開時間は 15:00 までとなります。
•	 企画公開終了後は、委員が AV機器の確認を行います。
	» 確認後は、委員が AV機器のかばん・鍵を回収します。

•	 確認後、委員から「AV 機器等返却証明書」を必ず受け取って下さい。
	» 清掃チェックの依頼時などに、必要事項が記入された証明書を持って 21 KOMCEE 本部に来てください。
その際にその紙と学生証を交換いたします。

•	 清掃チェックは、教室内の清掃が終わり次第速やかに依頼をすることを強く推奨します。
	» 清掃チェック拠点については、申請結果確認にて「学術企画本部」と記載されておりますが、「学術企画
本部」は 21 KOMCEE 本部のことを指します。
	» 依頼の時間が遅くなると、チェックまでに時間がかかる可能性がございます。ご了承ください。
	» 教室備付 AV機器などを使用し、企画実行が早く終わった企画については、15:00 〜 16:00の間に清掃
チェックを依頼することを強く推奨します。


